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その事を今、「S は a, b, c, d, ... によって構成されている」と言うことにす
る。この場合、S は、「a, b, c, d, ... に分解できる」と言う事は出来るが、「a, b, 
c, d, ... に分割できる」と言う事は出来ない。何故か。
S を a, b, c, d, ... に分割するという事は、S を跡形もなく消してしまって、a, 













同時に（積の形での）結合なのである。さきの例で言えば、S を「a, b, c, d, ... に
























































となる。そこで∆ x を限りなく 0 に近づける。すると同時に∆ y も限りなく 0







































x を限りなく 0 に近づけるとき、（2x+∆ x）は限りなく 2x に近づいてゆくか
らである。この場合の（2x+∆ x）の目標値は 2x であるからである。そして、
























































ここで一言注意しておきたい。dx や dy には lim（リミット、limit、極限）
という概念が内在している。そして更に、dx には dy という相棒が、dy には
dx という相棒が、内在している。無限小として dx だけ、dy だけを考えても、
意味がない。それでは、ただ無限に小さくなるだけであって、だからどうし
た、という事になる。dx を無限に小さくすれば、それに伴って dy も無限に
小さくなるが、しかし両者の比 dy/dx は、有限な一定の値に限りなく近づい































































































































































































































































































































































含まれている。」かく言うとき、或る人、即ちその人とは、the man who … 
として、その人に起こるべき全ての事が書き込まれている人、のことである。















































































A と B を交換しても、この世は全く変わりはしない。したがって、A が今






































に関する画期的論文（後に、Wittgenstein on Rules and Private Language, Basil 












































































































































































































（『単子論』第 55 章）」（本論 8）これに対応する『弁神論』の文章として、
以下のようなものがある。
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可能なるものが有する無限性は、それがどれほど大きなものであっても、
神の知恵の無限性には及ばない。神は可能なものをすべて知っているからで
ある。…神の知恵は、すべての可能的なものを包含しそれを精査し、比較し、
相互に考量して、完全性もしくは不完全性の程度、強弱、善悪を見積もるが、
それだけでは満足しない。それは有限なる結びつきを上回り、無限の結びつ
きを無限に作る。つまり、各々が無数の被造物を含むような宇宙の可能的系
列を無数に作るのである。こうすることによって神の知恵は、それまで個々
別々に検討していた可能的なものを、無限の宇宙体系の内に分配し、それぞ
れを比較する。これらをすべて比較し反省したところからの結果が、すべて
の可能な体系の中で最善なものの選択となり、こうして神の知恵は自らの善
意を余すところなく満足される。以上がまさしく、現実的宇宙を作る計画な
のである。彼の知恵のこうした働きのすべては、そこには働き相互の秩序と
本性上の先行性はあるが、常に一緒に生じているのであり、時間的な先行性
はそこにはない。（『弁神論』本論第 225 章）（アンダーラインは引用者によ
る。）
ここで大切なことは、「時間的な先行性はそこにはない」という事である。
神は先ず、無限に多くの時空的に無限な可能世界を想い描がき、それらを比
較考量して、それらの中で最善なものを選ぶのであるが、彼はそれを無時間
の中で行っているのである。可能世界を想い描かねば比較考量できず、比較
考量しなければ、最善なものを選ぶことは出来ない。しかしこの順序は、論
理的順序であって、時間的順序ではない。そもそも、宇宙が創造される以前
は、時間も空間も存在しないのである。
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以下は、宇宙を創造する神についての、ライプニッツの興味深いコメント
である。これをもって、この「補説」を終えることにする。
神は諸事物の第一の理由である。なぜなら、われわれが見たり経験したり
するような制限されたものは、偶然的であって、［それらが或る意味］必然
的な存在［である事］を説明するものを自らの内に有していないからである。
…偶然的事物の総体的集まりである世界の存在の理由を求めねばならない。
そしてその理由は、自分自身が存在する理由を自ら携えているような実体、
それゆえ必然的にして永遠である実体［（神）］の内に求めねばならない。ま
た、このような原因［（実体＝神）］は叡智的でもなければならない。なぜな
ら、現に存在しているこの世界は偶然的なものであり、他の無数の世界もこ
の世界と同じように可能でそれと同じようにいわば存在へと向かっているの
だから、無数の世界から一つを決定するためには、この世界の原因［（実体
＝神）］はすべての可能世界を考慮しそれらと関連づけられていたのでなけ
ればならないからである。現に存在する実体［（この世界）］をこのように単
なる可能性へと関連づけることができるのは、可能性についての観念を有す
る知性をおいて他にはない。しかも、無限の可能的なものから一つだけを決
定するのは、選択する意志の働きにほかならない。そしてその意志を実効的
意志にするのが、かの実体［（神）］の力能なのである。力能は有へと向かう。
知恵や知性は真へ向かう。そして意志は善へ向かう。このような叡智的原因
［（実体＝神）］はすべてのあり方を具えた無限なるものであり、力能と知恵
と善意において完全であるはずである。なぜならこの原因［（実体＝神）］は
可能なものなら何にでも向かうからである。すべては結び付いているのだか
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ら、一つより多く原因［（実体＝神）］を認める必要はない。その知性は本質
の源泉であり、その意志は存在の根源である。以上が、神の唯一性とその完
全性、ならびに神による事物の根源のあり方について極く簡潔にまとめた証
明である。（『弁神論』本論第 7 章）（［　］は引用者による。）
念のために付言すると、この現実世界は、「可能世界の一つであった」と
いう意味では偶然的であったが、「最善の世界である」という意味では、必
然的に選ばれるわけであるから、必然的なのである。
ついでに、思い出を一つ。私は昔、ライプニッツ研究の日本における大先
達であった下村寅太郎先生の講義に、モグリで出席した事があった。そのと
き先生は、独特の声色で「西欧の哲学はすべてテオディセーである」とおっ
しゃった。これは、西欧の哲学の本質を鋭く言い当てた言葉として、今も私
の耳の底に響いている。
